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所
得
保
障
の
一
大
雁
昔

保
険
料
納
入
も
順
調

檎
訓
鯲
韮
今
一
％
に

年
金
事
業
の
成
否
を
決
定
づ

け
る
保
険
料
納
入
に
つ
い
て
は

初
年
度
で
も
あ
り
極
め
て
愛
噸

さ
れ
た
課
題
で
あ
り
ま
し
た
が

近
急
激
に
厚
生
年
金
加
入
者
が

多
く
な
り
、
実
質
的
な
年
金
対

象
者
の
加
入
率
は
九
○
％
を
超

え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

拠
出
制
の
国
民
任
巫
制
度
が

施
行
さ
れ
て
、
矛
一
年
目
を
迎

え
た
本
市
の
国
民
年
金
事
業
も

関
係
機
関
を
始
め
市
民
各
位
の

御
理
解
あ
る
御
協
力
に
よ
り
誠

に
優
秀
な
成
績
を
も
っ
て
実
施

の
運
び
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
の
年
金
加
入
状
況
は

昨
年
の
七
月
世
話
人
各
位
の

協
力
を
得
て
実
施
し
た
適
用
世

州
調
査
の
結
果

本
市
の
予
定
被

保
険
者
数
（
加

入
該
当
者
）
は

五
、
一
五
六
名

に
達
し
て
お
り

ま
す
が
適
用
状

況
は
次
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

八
月
末
日
現

在
で
適
用
率
八

五
、
六
％
で
被

保
険
者
実
数
は

四
、
四
二
○
名

に
達
し
て
お
り

ま
す
。こ

れ
は
県
平

均
八
四
％
を
僅

か
に
上
回
る
程

度
で
、
あ
ま
り

好
成
績
と
は
申

さ
れ
ま
せ
ん
が

本
市
の
場
合
最

去
る
六
月
よ
り
実
施
さ
れ
た

矛
一
期
の
保
険
料
の
納
入
並
び

に
検
認
事
務
に
お
い
て
、
八
月

末
日
現
在
前
納
者
を
含
め
て
保

険
料
総
額
は
一
、
一
○
四
、
六

九
○
円
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

徴
集
率
に
お
い
て
も
県
平
均

の
四
八
％
に
比
し
は
る
か
に
好

成
績
を
納
め
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
納
税
組
合
長
さ
ん
の
献

身
的
な
御
協
力
と
組
合
員
の
皆

さ
ん
方
は
勿
論
、
被
保
険
者
各

位
の
職
械
的
な
窓
口
で
の
納
入

意
欲
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

権
利
を
得
る
、
そ
の
裏
に
は

必
ず
義
務
が
あ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
、
保
険
料
納
入
は
年
金
の

受
給
資
格
を
得
る
義
務
に
価
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
未
納
者

も
ま
だ
数
多
く
あ
る
様
に
思
わ

れ
ま
す
が
、
早
め
に
納
め
、
老

後
に
、
そ
し
て
不
時
の
災
難
時

に
は
安
心
し
て
年
金
が
も
ら
え

る
様
努
め
て
頂
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
加
入
し
な

い
と
損
を
し
ま
す

今
後
国
民
年
金
に
お
い
て
は

各
年
金
制
度
と
の
通
算
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
厚
生
年
金
や
、
恩

給
組
合
、
各
種
共
済
組
合
等
の

被
用
者
年
金
制
度
と
の
相
互
に

通
算
さ
れ
て
年
金
が
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
者
が
将
来
厚

生
年
金
に
加
入
し
た
場
合
や
、

そ
の
逆
に
、
厚
生
年
金
加
入
者

が
年
金
受
給
の
資
格
期
間
（
一

五
年
’
二
○
年
）
を
満
す
こ

と
が
出
来
ず
に
退
嘱
し
た
場
合

国
民
年
金
え
加
入
す
る
こ
と
に

よ
り
年
金
受
給
の
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。

こ
の
様
に
国
民
年
金
え
加
入

し
ま
せ
ん
と
将
来
思
わ
ぬ
不
利

を
招
く
結
果
に
な
り
ま
す
。

又
加
入
し
な
い
こ
と
に
よ
り

将
来
如
何
な
る
年
金
も
受
け
る

権
利
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す

本
市
に
お
い
て
も
こ
ん
な
不

幸
な
ケ
ー
ス
が
早
く
も
一
名
出

て
お
り
ま
す
。

突
然
夫
を
失
っ
た
た
め
、
当

然
母
子
編
祉
年
金
の
受
給
対
象

者
で
あ
り
ま
し
た
が
、
不
覚
に

も
拠
出
年
金
え
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
残
念
な
が
ら
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
他
の
人
々
か
ら

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
不

快
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
だ
未
加
入
の
方
は
早
め
に

資
格
を
と
っ
て
頂
き
ま
す
。

今
年
満
二
十
才
に
な
ら
れ

た
方
灸
へ

拠
出
年
金
は
満
二
十
才
よ
り

加
入
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
し
、

叉
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

従
っ
て
ま
だ
届
出
を
し
て
い

な
い
該
当
者
は
市
福
祉
事
務
所

で
届
出
を
済
ま
せ
て
頂
き
ま
す

市の人口の動き（9.1.現在〕
世帯数 7．342

人口総数 34．211

男 17．197

女 17．014

出生死亡転入転出
男 21 6 101 86

女 25 3 60 89

計 46 9 161 175’
－
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一
も
れ
た
ら
大
変

基
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九

月
十
五
日
現
在
で
調
整
し
、
本

年
十
二
月
二
十
日
か
ら
翌
年
十

二
月
十
九
日
ま
で
の
一
年
間
に

公
転
選
挙
法
に
も
と
づ
い
て
行

は
れ
る
各
種
選
挙
等
に
用
い
ら

れ
ま
す
。

本
年
作
ら
れ
る
基
本
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
者
は
次
の
事

項
に
該
当
す
る
者
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
昭
和
三
十
六
年
十
二
月

二
十
日
に
お
い
て
年
令
満

二
十
年
以
上
の
者
（
昭
和

十
六
年
十
二
月
二
十
一
日

以
前
に
出
生
し
た
者
で
あ

る
こ
と
）

③
本
年
九
月
十
五
日
ま
で

引
続
き
三
ヶ
月
以
上
高
萩

市
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
者
で
あ
る
こ
と
（
木

胡
■
妬
●
』
＃

を
肺
え
る
者
で
次

の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

で
あ
る
こ
と

イ
、
禁
治
産
者

ロ
、
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
そ
の
執
行
を
終
る
ま

で
の
者

〈
、
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者
（
法
律
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
行
は
れ
る
選
挙

投
票
及
び
国
民
審
査
に
関

す
る
犯
罪
以
外
の
犯
罪
に

よ
る
刑
の
執
行
袖
予
中
の

者
を
除
く
）

’
一
、
選
挙
犯
罪
者
で
選
挙
権

の
停
止
期
間
を
い
ま
だ
経

過
し
な
い
者
。

右
に
よ
っ
て
作
製
し

た
選
挙
人
名
簿
は
來
年

六
月
頃
予
定
さ
れ
て
い

年
六
月
十
六
日
以

前
か
ら
高
萩
市
の

区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
者
）

伽
戸
締
法
の

適
川
を
受
け
る
者

で
あ
る
こ
と

⑤
右
の
①
か

ら
側
ま
で
の
要
件

に
ご
協
力
下
さ
い

る
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
な
ら
び
に
來
年
十
二

月
任
期
滿
了
と
な
る
市

長
選
學
が
十
二
月
十
九

日
以
前
に
行
わ
れ
る
場

合
に
は
そ
の
市
長
選
挙

に
も
使
用
さ
れ
る
大
切

な
選
挙
人
名
簿
で
す

こ
の
選
挙
人
名
簿
を
誤
り
な

窪
繧
臥
戦
地
加
算
が
復
活

普
通
恩
給
は
三
十
七
年
か
ら

か
ね
て
研
究
さ
れ
て
い
た
、
ん
ど
の
改
正
に
よ
っ
て
、
廃
止

旧
軍
人
の
戦
地
加
算
の
復
活
な
さ
れ
て
い
た
加
算
年
を
復
活
し

ど
を
内
容
と
し
た
恩
給
法
の
一
普
通
恩
給
に
達
す
る
年
限
（
下

部
改
正
が
、
こ
ん
ど
公
布
に
な
士
官
兵
は
十
二
年
、
准
士
官
以

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
旧
軍
上
は
十
三
年
）
を
限
度
と
し
て

人
軍
属
お
よ
び
こ
れ
ら
の
遺
族
算
入
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恩
給

の
か
た
に
関
係
の
あ
る
も
の
は
年
限
に
達
す
る
旧
軍
人
、
旧
準

お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。
軍
人
、
も
し
く
は
旧
軍
属
、
ま

旧
軍
人
旧
軍
属
に
対
す
る
た
は
そ
の
遺
族
に
対
し
て
、
恩

戦
地
、
事
変
地
、
国
境
普
給
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

備
な
ど
の
加
算
年
の
復
活
ま
し
た
。
加
算
年
は
次
の
区
分

現
行
法
で
は
、
昭
和
二
十
一
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
と
時
期

年
二
月
一
日
ま
で
に
恩
給
の
裁
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
を
受
け
た
も
の
の
ほ
か
は
、
㈹
戦
地
、
事
変
地
加
算

戦
地
加
算
な
ど
は
認
め
ら
れ
て
一
月
に
つ
き
三
月
以
内

い
な
か
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
た
と
え
ば
戦
地
応
ヵ
月
勤

く
作
る
た
め
九
月
一
日
か
ら
九

月
十
四
日
ま
で
の
間
、
選
挙
人

名
簿
資
格
調
森
書
（
下
調
書
）

台
帳
を
組
内
の
連
絡
員
に
送
付

し
て
あ
り
ま
す
か
ら
各
世
帯
の

有
権
者
及
び
同
居
の
右
椛
者
が

記
載
し
て
あ
る
か
ど
う
か
を
各

自
閲
院
碓
認
し
て
下
さ
い
。

又
従
来
は
各
世
梢
か
ら
韮
本

選
挙
人
名
郷
の
薙
録
中
請
書
の

提
出
を
剛
い
お
お
む
ね
こ
の
申

請
書
・
を
蕪
木
に
し
て
塙
簿
を
作

っ
た
の
で
す
が
、
従
来
申
請
番

の
提
出
が
悪
い
地
区
が
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
の
で
、
昨
年
か
ら

は
申
請
書
の
提
出
は
願
わ
ず
に

閲
覧
確
認
を
願
っ
た
選
挙
人
名

簿
資
格
調
査
書
と
実
地
調
査
を

基
本
と
し
て
名
簿
を
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
か
ら
こ
の
点
を
ご

注
意
願
い
ま
す
。

九
月
十
五
日
頃
か
ら
九
月
二
十

八
日
頃
ま
で
の
間
に
選
挙
資
格

務
し
た
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
こ

の
勤
務
月
に
三
カ
月
以
内
の
加

算
が
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

回
外
国
で
の
交
戦
、
じ
ょ

う
乱
地
加
算

一
月
に
つ
き
二
月
以
内

何
外
国
で
の
鎖
じ
ゆ
加
算

一
月
に
つ
き
一
月
半
以
内

目
台
湾
、
朝
鮮
、
関
東
州

樺
太
、
南
洋
群
島
の
在
勤

加
算

一
月
に
つ
き
半
月
以
肉

㈹
国
境
警
備
理
ば
ん
加
算

一
月
に
つ
き
二
月
以
内

こ
の
改
正
に
よ
る
普
通
恩
給

I
十
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

前
に
一
時
恩
給
（
扶
助
料
）

を
受
け
た
者
が
加
算
年
を
認
め

ら
れ
て
、
あ
ら
た
に
普
通
恩
給

（
扶
助
料
）
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は
そ
の
普
通
恩
給

（
扶
助
料
）
の
年
額
は
、
一
時

恩
給
（
扶
助
料
）
の
十
五
分
の

一
を
控
除
し
た
も
の
と
な
り
ま

半
ｑ
ノ
。

族
の
扶
助
料
は
昭
和
三
十
六
年

閥
昭
和
三
十
七
年
十
月
か
ら
遣

公
務
傷
病
恩
給
が
増
額
に

な
り
ま
す

④
矛
四
項
症
か
ら
矛
七
項
症

ま
で
の
増
加
恩
給
、
お
よ
び

旧
矛
一
款
症
か
ら
旧
才
四
款
症

ま
で
の
傷
病
年
金
の
年
額
を
、

昭
和
三
十
六
年
十
月
か
ら
、

二
、
○
○
○
円
な
い
し
八
、
○

○
○
円
程
度
増
額
さ
れ
ま
す
。

②
増
加
恩
給
受
給
者
の
退
堰

機
出
生
し
た
未
成
年
の
子
女

調
査
の
た
め
各
世
帯
へ
調
査
員

が
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
願

い
ま
す
。

旧
準
軍
人
遺
族
の
支
給
条

件
が
緩
和

旧
準
雅
人
の
辿
族
に
対
す
る

特
別
扶
助
料
を
給
与
す
る
条
件

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
の

改
正
に
よ
る
請
求
手
続
き
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
市
の
福
祉
事

務
所
ま
た
は
県
世
話
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
者
講
習

会
開
催

今
回
次
の
日
程
で
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
か
ら
関
係
者
は
必
ず
受

講
し
て
下
さ
い
。

記

一
、
講
習
会
日
時

九
月
二
十
八
日
’
九
月
二
十

九
日
二
日
間
毎
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で

二
、
会
場

高
萩
市
役
所
大
会
議
室

三
、
当
日
持
参
す
べ
き
も
の

筆
記
用
具
及
昼
食
、
各
自
の

印
鑑

市
内
電
話
番
号
簿

無
料
配
付
に
つ
い
て

市
商
工
会
で
は
今
般
市
内
電

話
番
号
簿
を
作
成
、
夫
を
会
員

に
配
付
し
た
が
、
会
員
以
外
の

方
で
も
希
望
が
あ
れ
ば
無
料
配

付
す
る
の
で
希
望
者
は
商
工
会

ま
で
申
込
下
さ
い
。
市
商
工
会

加
給
に
つ
い
て
、
四
人
の
制

限
を
撤
廃
し
、
昭
和
三
十
七

年
一
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す I

300



ぎ市報た か は(3) 昭和86年9月5日発行

｝ の
図
書
館
設
備
が
整
え
ら
れ
、

読
書
の
秋
を
ま
え
に
喜
び
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
。

今
ま
で
当
校
に
お
い
て
は
、

学
校
図
吾
舘
と
し
て
一
室
、
特

設
さ
れ
て
は
い
た
が
、
内
容
は

極
め
て
貧
弱
で
、
秋
山
小
よ
り

借
用
の
書
架
及
び
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
空
箱
利
用
の
書
棚
に
、
僅
か

の
図
書
が
並
列
さ
れ
て
い
た
の

(鮠凱:福鰹噌）

…

今
回
、
東
小
学
校

で
は
、
全
児
童
待
望

よ
い
子
の

図
書
室
を
完
備

東
小
学
校

象
で
、
机
も
椅
子
も
な
く
、
読

む
に
読
め
な
い
と
い
う
不
便
を

か
こ
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
市
当
局
等
の
配
慮

で
、
設
備
充
実
習
が
予
算
化
さ

れ
、
矛
一
期
計
画
に
基
き
雛
備

さ
れ
た
。
そ
の
状
況
は
、
薄
緑

色
の
美
し
い
デ
コ
ラ
張
甲
板
の

閲
覧
机
が
大
六
小
三
、
ビ
ニ
ー

ル
張
閲
覧
椅
子
、
カ
ウ
ン
タ
ー

五
段
式
書
架
二
ヶ
窓
下
用
書
架

四
ヶ
、
約
五
○
名
収
容
で
あ
る

九
月
十
五
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で
の
一

週
間
こ
と
し
も
〃
と

し
よ
り
の
福
祉
週
間

〃
が
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
述
動
も
年

ご
と
に
社
会
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
こ
と
は
、
本
当

に
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
こ
の
機
会
に
、

お
年
寄
り
は
果
し
て

幸
せ
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
を
反
省
し

老
後
も
明
る
く

９
月
帽
日
は
『
と
し
よ
り
の
日
」

て
ゑ
る
こ
と
も
、
決
し
て
む
だ

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
口

問
題
研
究
所
の
資
料
に
よ
り
ま

す
と
、
十
年
後
の
昭
和
四
十
五

年
に
は
、
六
十
才
以
上
の
老
令

人
口
は
全
人
口
の
一
割
を
こ
え

て
、
年
ご
と
に
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
老
人

処
遇
の
問
題
は
家
族
制
度
の
な

く
な
っ
た
今
日
、
家
族
扶
養
か

ら
社
会
的
な
も
の
に
切
り
替
え

ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
と
し
よ
り
の
福
祉
週
間
運

動
に
よ
る
敬
老
思
想
を
は
じ
め

が
、
最
前
列
校
舎
階

に
位
置
し
、
読
書
に

疲
れ
れ
ば
周
り
の
白

砂
青
松
に
そ
の
眼
を

休
め
る
と
い
う
、
快

適
な
読
書
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

学
校
図
書
館
は
、

現
代
の
教
育
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
は

た
す
設
備
で
あ
る
が

当
校
で
は
、
今
後
更

に
そ
の
機
能
を
高
め

自
発
学
習
を
促
進
し

又
健
全
な
教
養
を
育

蔵
書
数
は
約
一
、
三
○
○
冊
で

他
校
に
比
し
、
ま
だ
ま
だ
不
足

で
あ
り
、
図
耆
以
外
の
資
料
等

こ
れ
か
ら
整
備
の
段
階
で
あ
る

が
、
最
前
列
校
舎
階
上
の
東
側

最
近
老
人
福
祉
の
諸
施
策
が
急

速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と

は
当
然
の
傾
向
と
ぶ
ら
れ
ま
す

県
下
各
市
町
村
に
老
人
ク
ラ
ブ

が
続
々
誕
生
し
て
い
ま
す
こ
と

も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
、
老
人
が

老
人
同
志
で
楽
し
い
と
き
を
過

ご
し
た
り
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
活

動
の
中
か
ら
自
主
的
に
老
人
の

あ
り
か
た
を
考
え
た
り
す
る
こ

と
は
、
敬
老
会
の
よ
う
に
受
身

の
も
の
で
な
い
だ
け
に
、
今
後

の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
実
現
、
あ
る

い
は
老
人
世
帯
へ
の
家
庭
奉
仕

員
制
度
な
ど
、
早
い
機
会
に
実

現
さ
せ
た
い
問
題
で
す
。

成
す
る
場
所
と
す
べ
く
、
鋭
意

努
力
中
で
あ
る
。

１
１ｊ

ｊ

ｌ
ｌ

図書室の一部

皆
様
方
が
毎
日
愛
煙
し
て
い

る
郷
草
を
買
う
と
云
う
こ
と
は

知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
市
の
財

源
に
寄
与
し
て
居
る
の
で
す
。

現
在
の
地
方
税
法
（
た
ば
こ
消

費
税
）
に
よ
れ
ば
、
た
ば
こ
の

小
売
価
格
を
標
準
と
し
て
、
そ

の
価
格
の
百
分
の
十
一
の
額
が

公
社
を
通
じ
て
各
市
町
村
に
、

た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
納
入
さ

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
貴
方
が
か

り
に
「
い
こ
い
」
を
一
ケ
買
っ

て
代
金
五
○
円
也
を
御
支
払
に

な
れ
ば
、
そ
の
時
す
で
に
五
円

五
十
銭
の
た
ば
こ
消
費
税
を
市

に
納
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
ち
な
み
に
本
年
一
月

か
ら
七
月
ま
で
に
公
社
か
ら
市

花
貫
溪
、
土
岳
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
暹

た
ば
こ
は
市
内
て

函
貝
い
土
生
１
」
卜
小
、
『
ノ

I
に
納
付
さ
れ
た
税
額
を
計
上
す

れ
ば
次
の
と
お
り
で
す
。

一
月
七
六
二
、
三
七
○
円

二
月
七
五
一
、
入
九
○
円

三
月
九
○
四
、
九
九
○
円

四
月
九
七
三
、
三
一
○
円

五
月
八
七
○
、
二
七
○
円

六
月
九
八
二
、
二
五
○
円

七
月
九
三
七
、
七
四
○
円

計
六
、
一
八
二
、
八
一
○
円

以
上
の
様
に
た
ば
こ
消
費
税
は

市
の
財
政
確
保
の
た
め
に
大
き

な
収
入
に
な
る
の
で
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
、
た
ば

こ
は
市
内
の
た
ば
こ
や
さ
ん
か

ら
成
る
可
く
買
っ
て
少
し
で
も

市
の
財
政
に
ご
協
力
下
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
は
、
埋
れ
た

観
光
地
紹
介
を
企
画
、
県
下
初

め
て
の
試
み
と
し
て
花
貫
渓
、

土
岳
高
原
を
取
り
上
げ
、
八
月

二
十
五
、
六
の
両
日
、
土
砂
こ

ろ
が
し
、
名
馬
里
ヶ
淵
、
カ
ロ

ー
ド
淵
、
鴨
落
洲
、
小
滝
沢
等

の
ハ
イ
カ
ー
や
家
族
連
れ
の
団

ら
ん
、
士
岳
頂
上
で
は
、
放
牧

の
馬
の
群
れ
を
フ
イ
ル
ム
に
収

め
た
。こ

の
フ
イ
ル
ム
は
八
月
二
十

八
日
「
町
か
ら
村
か
ら
」
の
番

組
で
、
安
村
市
長
と
宇
田
川
ア

ナ
の
対
談
の
形
で
放
送
さ
れ
た

了〆－
J

五二二＝了二壱

－301－
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Ⅲ
九
月
は
な
に
か
と
気
ぜ
わ
し
い
月
で
あ
る
。
こ
と
し
の
、

Ⅲ
二
百
十
日
は
一
日
、
台
風
対
策
も
日
ご
ろ
た
て
て
お
き
ま
Ⅱ

雌
し
よ
う
。
二
学
期
も
は
じ
ま
り
夏
休
桑
後
の
、
特
に
低
学
Ⅲ

川
年
生
の
健
康
に
は
気
を
つ
け
る
こ
と
。
夏
や
せ
を
回
復
す
Ⅲ

Ⅲ
る
の
も
九
月
か
ら
、
さ
ら
に
老
人
の
日
（
十
五
日
）
秋
分
岬

川
の
日
二
十
三
日
と
行
事
が
つ
づ
く
。
羽

溌
蕊
艤
§
識
轆
鮮

礎
箪
ず
艫
…

充
し
て
お
け
ば
、
ま
だ
ず
っ
と

秋
冷
の
こ
ろ
ま
で
着
ら
れ
る
し
い
ち
ば
ん
で
す
が
、
梅
ず
が
な

来
年
初
夏
に
も
す
ぐ
ま
に
あ
い
け
れ
ば
た
だ
の
す
づ
け
に
し
て

ま
す
。
男
子
用
の
半
そ
で
シ
ャ
お
い
て
も
ち
よ
う
ほ
う
で
す
、

シ
と
か
子
ど
も
の
を
予
定
し
ま
ま
た
秋
の
味
覚
の
一
つ
に
新
ハ

し
よ
う
。
ち
ょ
う
ど
運
動
会
や
ス
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ス
は
酢
づ

旅
行
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
こ
け
が
一
番
で
す
が
、
う
す
切
り

ど
も
の
下
着
補
充
に
は
適
期
で
を
油
で
い
た
め
、
し
ょ
う
ゆ
と

す
。
砂
糖
で
カ
ラ
ッ
ト
煮
つ
け
、
白

古
び
た
セ
ー
タ
ー
や
カ
ー
デ
ゴ
マ
を
ふ
っ
て
お
く
と
、
朝
の

イ
ガ
ン
は
そ
の
ま
ま
着
ら
れ
る
小
づ
け
に
ち
よ
う
ほ
う
し
ま
す

物
な
ら
、
失
敗
の
ほ
と
ん
ど
な
カ
マ
ス
も
シ
ュ
ン
に
入
り
ま
す

い
同
色
系
統
の
濃
い
色
に
染
め
カ
マ
ス
は
赤
カ
マ
ス
と
ヤ
マ
ト

か
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
縮
ん
で
カ
マ
ス
が
あ
っ
て
味
は
や
や
太

フ
エ
ル
ト
化
し
た
り
エ
リ
や
上
型
の
赤
カ
マ
ス
の
方
が
い
い
の

ジ
が
い
た
ん
だ
物
は
型
紙
を
あ
で
す
が
、
少
し
高
価
で
す
。
白

て
て
裁
断
し
、
チ
ョ
ッ
キ
と
か
身
で
ア
ッ
サ
リ
し
て
い
る
の
で

子
ど
も
も
の
と
か
に
作
り
か
え
た
い
て
い
の
料
理
に
向
き
ま
す

ま
す
。
更
生
も
の
に
見
え
な
い
こ
の
月
は
魚
も
野
菜
も
果
実
も

更
生
法
を
工
夫
す
る
の
も
、
ち
豊
富
に
出
回
り
、
夏
や
せ
を
回

よ
つ
と
た
の
し
み
な
も
の
で
す
復
す
る
の
に
は
絶
好
の
時
期
で

十
五
日
は
老
人
の
日
で
す
が
、
す
。
日
本
的
味
覚
の
王
者
、
く

そ
の
贈
り
物
に
お
ふ
と
ん
は
い
り
や
か
き
が
農
家
の
庭
先
き
を

か
が
・
盛
夏
用
衣
服
、
夏
ぶ
と
お
店
の
色
合
い
を
に
ぎ
や
か
に

ん
、
．
〈
ラ
ソ
ル
な
ど
も
そ
ろ
そ
す
る
た
の
し
い
季
節
で
も
あ
り

9月
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広
報
の
瀧
澤
潔

蕊
蕊
し
お
り

一～

ま
す
。

台
風
対
策
と
し
て
手

渥
…
…
隆
、

損
個
所
は
い
ま
す
ぐ

修
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
高

潮
や
河
川
の
増
水
で
浸
水
の
心

配
の
あ
る
地
方
で
は
、
市
区
町

村
、
各
自
団
体
、
各
家
庭
が
一

体
と
な
っ
て
被
害
を
少
な
く
す

る
方
法
を
真
け
ん
に
話
し
あ
い

実
行
し
た
い
も
の
で
す
。
台
風

季
節
に
は
停
電
の
ご
注
意
も
、

ロ
ー
ソ
ク
と
ロ
ー
ソ
ク
立
て
、

マ
ッ
チ
を
そ
ろ
え
て
お
く
こ
と

特
に
電
気
ガ
マ
、
翫
気
冷
蔵
庫

な
ど
使
川
し
て
い
る
家
庭
で
は

そ
の
対
筑
を
考
え
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
下
旬
に
は
、
台
所
の
清

掃
も
た
い
じ
な
九
月
の
お
し
ご

と
。
ま
ず
天
じ
よ
う
、
ヵ
。
へ
の

ス
ス
払
い
か
ら
、
ホ
ウ
キ
に
古

ネ
ル
の
袋
を
か
ぶ
せ
、
そ
っ
と

ふ
き
と
る
よ
う
に
払
う
と
、
下

へ
舞
い
お
り
る
の
が
防
げ
ま
す

戸
だ
な
を
開
け
て
、
熱
湯
で
し

ぼ
っ
た
布
で
ふ
き
、
し
ば
ら
く

風
を
通
し
ま
す
、
宿
根
草
の
株

分
も
こ
の
ど
の
・

二学期を迎えた

こどもの指導

二
学
期
が
始

ま
り
ま
し
た
。

気
候
的
に
も
ま

だ
残
暑
が
き
び

し
く
、
夏
休
み

の
慎
性
や
疲
労

が
い
ろ
い
ろ
の

形
で
心
身
両
面

に
あ
ら
わ
れ
て

く
る
時
期
で
す

か
ら
、
指
導
上

十
分
な
配
慮
が

必
要
で
す
。

各
家
庭
で
は

I 日
常
生
活
に
お
い
て
選
挙
に

限
ら
ず
な
や
ゑ
ご
と
や
考
え
て

い
る
こ
と
を
み
ん
な
で
出
し
あ

い
、
意
見
を
交
し
あ
い
、
勉
強

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
を
明

る
く
し
、
豊
か
な
教
養
を
身
に

つ
け
、
や
が
て
正
し
い
政
治
的

併
用
目
臨
は
使
用
難
止

昭
和
三
十
七
年
一
月
か
ら
非
メ

ー
ト
ル
系
計
散
器
は
使
川
出
来

ま
せ
ん
。

メ
ー
ト
ル
と
そ
の
他
の
目
臨
と

併
用
の
も
の
も
使
用
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。

あ
と
四
ヶ
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん

メ
ー
ト
ル
だ
け
の
計
量
器
以
外

は
、
新
し
い
も
の
を
買
い
替
え

る
か
、
メ
ー
ト
ル
以
外
の
目
盛

を
消
し
て
貰
っ
て
下
さ
い
。
削

っ
た
り
、
消
し
た
り
す
る
こ
と

は
勝
手
に
出
来
ま
せ
ん
か
ら
度

量
衡
取
扱
店
へ
相
談
し
て
下
さ

い
。次

の
よ
う
な
点
に
気
を
配
っ
て

く
だ
さ
い
。

こ
ど
．
屯
を
よ
く
見
守

っ
て

生
活
態
度
、
学
習
態
度
、
言

葉
づ
か
い
服
装
、
持
ち
物
、
交

友
関
係
、
健
康
状
態
な
ど
が
観

察
の
要
点
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
こ

と
は
問
題
の
早
期
発
見
の
た
め

ば
か
り
で
な
く
、
こ
ど
も
を
よ

り
よ
く
知
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。

「
映
画
と
話
し

合
い
の
会
」

秤
と
メ
ー
ト
ル

判
断
の

糸
口
を

つ
け
る

た
め
に

缶
祁
四
兼

合
い
」
１

を
左
記
圭
国

麺
瀝
凹
日

ま
す
。し
あ
種

わ
せ
な
春

家
庭
を
・
孑

味
認
碓
防

唾
翫
嶬
予

に
参
加

し
よ
》
う

で
は
あ

り
ま
せ

ん
か
。

映
画
「
三
人
〔

テ
ー
マ
、

Ｉ
家
庭
』

共
催
市
一市

公
一

安
良
川
公

石
滝
〃

秋
山
下
〃

秋
山
中
〃

赤
浜
〃

高
戸
〃

下
手
綱
〃

兄

早
く
規
則
的
な
生
活

に
慣
れ
さ
せ
て
い
く

夏
休
み
中
の
家
庭
を
中
心
と

し
た
生
活
か
ら
、
学
校
と
い
う

規
則
あ
る
集
団
生
活
に
転
換
す

る
の
で
す
か
ら
、
早
く
学
校
生

活
に
慣
れ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
期
休
暇
の

あ
と
の
こ
ど
も
の
生
活
態
度
に

は
、
伸
ば
し
続
け
た
い
も
の
、

望
ま
し
く
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
学
期
始
め
の
生
活
を
早
く

軌
道
に
の
せ
る
よ
う
に
す
る
と

同
時
に
、
こ
れ
ら
の
傾
向
を
心

に
と
め
て
そ
の
後
の
指
導
に
あ

た
る
こ
と
で
す
。 弟

と
そ
の
母
」

し
あ
わ
せ
な
家
庭

内
の
人
間
関
係
ｌ

選
挙
管
理
委
員
会

教
育
委
員
会

民
館
、
青
、
婦
会

民
館
肴
圭
日

″
十
三
ｎ
口

〃
夫
日

″
十
八
ｎ
口

″
汁
一
両
口

″
土
言
口

″
汁
五
ｈ
口

接種々別｜ 場
｜
り
り
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

間
一
駁
２
泓
２
２
ｂ
２
泓
２
泓
２
ａ
２
２
打
２
ｐ
２
ａ

ｌ
ｌ
２
１
２
月

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
（
一
一
一

時
一
汕
皿
皿
叩
、
剖
加
那
皿
抑
Ｍ
郵
叩
邨
釧
刎
却
、
叩

日月
廻
蝸
〃
甦
晦
〃
〃
四
別
〃
虹
〃
鴻
別
〃
〃
月
６
〃

種
皿

接 所

腸パ ラ
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小兇マヒワクチン

〃

腸バ ラ
〃

〃

〃

〃

〃

〃

M

秋山小学校
安良川公民舘
研修会舘
高萩保健所
関口公民舘
南組 〃
下手綱〃
秋山小学校
安良川公民舘
研修会舘

羅騨關
高萩保健所i
関口公民舘
南組 〃
下手綱〃
秋山小学校
安良川公民舘i
研修会舘

《 ｜

’

下
組
〃
〃
英
日

北
組
″
〃
芝
日

南
組
″
〃
共
日

関
口
〃
〃
菟
日

横
川
小
学
校
〃
旱
日

下
君
田
公
民
館
己
、
一
百

上
君
田
小
学
校
〃
三
日

若
栗
公
民
館
〃
四
日

大
能
〃
〃
三
日

中
戸
川
〃
〃
六
日

東
地
区
高
萩
中
〃
七
日

市
街
地
商
工
会
館
〃
元
日

山
手
公
民
館
〃
充
日

島
名
″
〃
聿
日

健
康
増
進
に
気
を
配

っ
て

長
期
休
暇
の
惰
性
と
炎
暑
か

ら
く
る
疲
労
に
加
え
て
、
九
月

は
季
節
の
変
わ
り
目
に
な
り
ま

す
。
夏
の
疲
労
回
復
に
つ
と
め

伝
染
病
な
ど
も
流
行
期
で
す
か

ら
、
健
康
と
衛
生
に
は
十
分
注

意
し
て
や
ら
ね
は
な
り
ま
せ
ん

二
学
期
は
夏
か
ら
秋
、
冬
に

か
け
て
の
変
化
に
富
ん
だ
い
ち

ば
ん
長
い
学
期
で
、
勉
強
に
、

運
動
に
、
最
適
の
時
期
で
す
。

み
の
り
多
い
二
学
期
を
過
ご
す

た
め
に
も
健
康
の
保
持
増
進
に

つ
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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